
年間授業計画

高等学校 令和４年度（第１学年相当用） 教科 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年相当

使用教科書：

教　科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科　目 の目標：

新宿山吹 家庭 家庭総合α

家庭 家庭総合α 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要な科学的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を体験的・総合的に身に付ける
ようにする。

 家庭や地域及び社会における生活の中から問
題を見いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを科学
的な根拠に基づいて論理的に表現するなど，生
涯を見通して課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向
けて，地域社会に参画しようとするとともに，
生活文化を継承し，自分や家庭，地域の生活の
充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

家庭総合　自立・共生・創造（東京書籍）

家庭

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりに
ついて理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に営むために必要な理解
を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・
改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活の課題を解 家 庭決す
る力を養う。

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，
地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

家庭総合α

態
配当
時数

前
期

Ａ　人の一生と家族・家庭及び福祉
（1） 生涯の生活設計
【知識及び技能】
人の一生について，自己と他者，社
会との関わりから様々な生き方があ
ることを理解するとともに，自立し
た生活を営むために，生涯を見通し
て，生活課題に対応し意思決定をし
ていくことの重要性について理解を
深めること。
（ｲ）  生活の営みに必要な金銭，
生活時間などの生活資源について理
解し，情報の収集・整理が適切にで
きること。

【思考力、判断力、表現力等】
生涯を見通した自己の生活について
主体的に考え，ライフスタイルと将
来の家庭生活及び職業生活について
考察するとともに，生活資源を活用
して生活設計を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会
の構築に向けて，生涯の生活設計に
ついて，課題の解決に主体的に取り
組んだり，振り返って改善したりし
て，地域社会に参画しようとすると
ともに，生活文化を継承し，自分や
家庭，地域の生活の充実向上を図る
ために実践しようとする。

指導事項
１．人生を展望する
２．目標をもって生きる

教材
・教科書
・プリント及びパワーポイントを活
用し授業を展開する。

【知識・技能】
人の一生について，自己と他者，社会との関
わりから様々な生き方があることを理解する
とともに，自立した生活を営むために，生涯
を見通して，生活課題に対応し意思決定をし
ていくことの重要性について理解を深めてい
る。
（ｲ）  生活の営みに必要な金銭，生活時間な
どの生活資源について理解し，情報の収集・
整理が適切にできている。

【思考・判断・表現】
生涯を見通した自己の生活について主体的に
考え，ライフスタイルと将来の家庭生活及び
職業生活について考察するとともに，生活資
源を活用して生活設計を工夫している。

【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，生涯の生活設計について，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，地域社会に参画しようとすると
ともに，生活文化を継承し，自分や家庭，地
域の生活の充実向上を図るために実践しよう
としている。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ ○ 2

Ａ　人の一生と家族・家庭及び福祉
（2） 青年期の自立と家族・家庭及
び社会
【知識及び技能】
（ｱ）  生涯発達の視点から各ライ
フステージの特徴と課題について理
解するとともに，青年期の課題であ
る自立や男女の平等と協力，意思決
定の重要性について理解を深めるこ
と。
（ｲ）  家族・家庭の機能と家族関
係，家族・家庭と法律，家庭生活と
福祉などについて理解するととも
に，家族・家庭の意義，家族・家庭
と社会との関わり，家族・家庭を取
り巻く社会環境の変化や課題につい
て理解を深めること。

【思考力、判断力、表現力等】
家庭や地域のよりよい生活を創造す
るために，自己の意思決定に基づ
き，責任をもって行動することや，
男女が協力して，家族の一員として
の役割を果たし家庭を築くことの重
要性について考察すること。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会
の構築に向けて，青年期
の自立と家族・家庭及び社会につい
て，課題の解決に主体的
に取り組んだり，振り返って改善し
たりして，地域社会に参画しようと
するとともに，生活文化を継承し，
自分や家庭，地域の生
活の充実向上を図るために実践しよ
うとする。

指導事項
１．人生をつくる
２．家族・家庭を見つめる
３．これからの家庭生活と社会

教材
・教科書
・プリント及びパワーポイントを活
用し授業を展開する。

【知識及び技能】
（ｱ）  生涯発達の視点から各ライフステージ
の特徴と課題について理解するとともに，青
年期の課題である自立や男女の平等と協力，
意思決定の重要性について理解を深めるこ
と。
（ｲ）  家族・家庭の機能と家族関係，家族・
家庭と法律，家庭生活と福祉などについて理
解するとともに，家族・家庭の意義，家族・
家庭と社会との関わり，家族・家庭を取り巻
く社会環境の変化や課題について理解を深め
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
家庭や地域のよりよい生活を創造するため
に，自己の意思決定に基づき，責任をもって
行動することや，男女が協力して，家族の一
員としての役割を果たし家庭を築くことの重
要性について考察すること。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，青年期の自立と家族・家庭及び社会
について，課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，地域社会に
参画しようとするとともに，生活文化を継承
し，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図
るために実践しようとしている。

○ ○ ○



前
期

Ｃ　持続可能な消費生活・環境
（1）生活における経済の計画
【知識及び技能】
（ア） 家計の構造について理解す
るとともに生活における経済と社会
との関わりについて理解を深めるこ
と。
（ｲ） 生涯を見通した生活における
経済の管理や計画，リスク管理の考
え方について理解を深め，情報の収
集・整理が適切にできること。

【思考力、判断力、表現力等】
生涯を見通した生活における経済の
管理や計画の重要性について，ライ
フステージごとの課題や社会保障制
度などと関連付けて考察し，工夫す
ること。

【学びに向かう力、人間性等】
持続可能な社会を目指して主体的に
行動できるよう，ライフスタイルに
ついて問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，実践を評価・
改善し，考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題
を解決する力を身に付けている。

指導項目
１．持続可能な社会を目指して
２．一人一人の力で社会を動かす

教材
・教科書
・プリント及びパワーポイントを活
用し授業を展開する。

【知識及び技能】
（ア） 家計の構造について理解するとともに
生活における経済と社会との関わりについて
理解を深めること。
（ｲ） 生涯を見通した生活における経済の管
理や計画，リスク管理の考え方について理解
を深め，情報の収集・整理が適切にできるこ
と。

【思考力、判断力、表現力等】
生涯を見通した生活における経済の管理や計
画の重要性について，ライフステージごとの
課題や社会保障制度などと関連付けて考察
し，工夫すること。

【学びに向かう力、人間性等】
持続可能な社会を目指して主体的に行動でき
るよう，ライフスタイルについて問題を見い
だして課題を設定し，解決策を構想し，実践
を評価・改
善し，考察したことを根拠に基づいて論理的
に表現するなどして課題を解決する力を身に
付けようとしている。

○ ○ ○ 4

Ｃ　持続可能な消費生活・環境
（2）消費行動と意思決定
【知識及び技能】
（ｱ）  消費生活の現状と課題，消
費行動における意思決定や責任ある
消費の重要性について理解を深める
とともに，生活情報の収集・整理が
適切にできること。
（ｲ）  消費者の権利と責任を自覚
して行動できるよう，消費者問題や
消費者の自立と支援などについて理
解するとともに，契約の重要性や消
費者保護の仕組みについて理解を深
めること。

【思考力、判断力、表現力等】
自立した消費者として，生活情報を
活用し，適切な意思決定に基づいて
行動できるよう考察し，責任ある消
費について工夫すること。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会
の構築に向けて，生活における経済
の計画について，課題の解決に主体
的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，地域社会に参画しよう
とするとともに，生活文化を継承
し，自分や家庭，地域の生活の充実
向上を図るために実践しようとす
る。
・様々な人々と協働し，よりよい社
会の構築に向けて，消費行動と意思
決定について，課題の解決に主体的
に取り組んだり，振り返って改善し
たりして，地域社会に参画しようと
するとともに，生活文化を継承し，
自分や家庭，地域の生活の充実向上
を図るために実践しようとする。

指導項目
１．情報の収集・比較と意思決定
２．購入・支払いのルールと方法
３．消費者の権利と責任
４．生涯の経済生活を見通す
５．家計をマネジメントする
６．これからの経済生活

教材
・教科書
・プリント及びパワーポイントを活
用し授業を展開する。

【知識及び技能】
（ｱ）  消費生活の現状と課題，消費行動にお
ける意思決定や責任ある消費の重要性につい
て理解を深めるとともに，生活情報の収集・
整理が適切にできること。
（ｲ）  消費者の権利と責任を自覚して行動で
きるよう，消費者問題や消費者の自立と支援
などについて理解するとともに，契約の重要
性や消費者保護の仕組みについて理解を深め
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
自立した消費者として，生活情報を活用し，
適切な意思決定に基づいて行動できるよう考
察し，責任ある消費について工夫すること。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，生活における経済の計画について，
課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，地域社会に参画しよ
うとするとともに，生活文化を継承し，自分
や家庭，地域の生活の充実向上を図るために
実践しようとしている。
・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築
に向けて，消費行動と意思決定について，課
題の解決に主体的に取り組んだり，振り返っ
て改善したりして，地域社会に参画しようと
するとともに，生活文化を継承し，自分や家
庭，地域の生活の充実向上を図るために実践
しようとしている。

4

Ａ　人の一生と家族・家庭及び福祉
（4） 高齢者との関わりと福祉
【知識及び技能】
（ｱ）  高齢期の心身の特徴，高齢
者の尊厳と自立生活の支援や介護に
ついて理解を深め，高齢者の心身の
状況に応じて適切に関わるための生
活支援に関する技能を身に付けるこ
と。
（ｲ）  高齢者を取り巻く社会環境
の変化や課題及び高齢者福祉につい
て理解を深めること。

【思考力、判断力、表現力等】
高齢者の自立生活を支えるために，
家族や地域及び社会の果たす役割の
重要性について考察し，高齢者の心
身の状況に応じた適切な支援の方法
や関わり方を工夫すること。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会
の構築に向けて，高齢者との関わり
と福祉について，課題の解決に主体
的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，地域社会に参画しよう
とするとともに，生活文化を継承
し，自分や家庭，地域の生活の充実
向上を図るために実践しようとす
る。

指導項目
１．超高齢・大衆長寿社会の到来
２．高齢期の心身の特徴
３．高齢者の自立を支える
４．これからの超高齢社会

教材
・教科書
・プリント及びパワーポイントを活
用し授業を展開する。

【知識及び技能】
（ｱ）  高齢期の心身の特徴，高齢者の尊厳と
自立生活の支援や介護について理解を深め，
高齢者の心身の状況に応じて適切に関わるた
めの生活支援に関する技能を身に付けるこ
と。
（ｲ）  高齢者を取り巻く社会環境の変化や課
題及び高齢者福祉について理解を深めるこ
と。

【思考力、判断力、表現力等】
高齢者の自立生活を支えるために，家族や地
域及び社会の果たす役割の重要性について考
察し，高齢者の心身の状況に応じた適切な支
援の方法や関わり方を工夫すること。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，高齢者との関わりと福祉について，
課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，地域社会に参画しよ
うとするとともに，生活文化を継承し，自分
や家庭，地域の生活の充実向上を図るために
実践しようとしている。

○ ○ ○

定期考査 ○ ○

○ ○ ○ 8

Ｃ　持続可能な消費生活・環境
（3）持続可能なライフスタイルと
環境
【知識及び技能】
生活と環境との関わりや持続可能な
消費について理解するとともに，持
続可能な社会へ参画することの意義
について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
持続可能な社会を目指して主体的に
行動できるよう，安全で安心な生活
と消費及び生活文化について考察
し，ライフスタイルを工夫するこ
と。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会
の構築に向けて，持続可能なライフ
スタイルと環境について，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，地域社会に
参画しよう
とするとともに，生活文化を継承
し，自分や家庭，地域の生活の充実
向上を図るために実践しようとす
る。

指導項目
１．持続可能な社会を目指して
２．一人一人の力で社会を動かす

教材
・教科書
・プリント及びパワーポイントを活
用し授業を展開する。

【知識及び技能】
生活と環境との関わりや持続可能な消費につ
いて理解するとともに，持続可能な社会へ参
画することの意義について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
持続可能な社会を目指して主体的に行動でき
るよう，安全で安心な生活と消費及び生活文
化について考察し，ライフスタイルを工夫す
ること。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，持続可能なライフスタイルと環境に
ついて，課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，地域社会に
参画しようとするとともに，生活文化を継承
し，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図
るために実践しようとしている。

○ ○ ○ 4
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Ｂ　衣食住の生活の科学と文化
（1） 食生活の科学と文化
【知識及び技能】
（ｱ）  食生活を取り巻く課題，食
の安全と衛生，日本と世界の食文化
など，食と人との関わりについて理
解すること。
（ｲ）  ライフステージの特徴や課
題に着目し，栄養の特徴，食品の栄
養的特質，健康や環境に配慮した食
生活について理解するとともに，自
己と家族の食生活の計画・管理に必
要な技能を身に付けること。
（ｳ）  おいしさの構成要素や食品
の調理上の性質，食品衛生について
科学的に理解し，目的に応じた調理
に必要な技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
主体的に食生活を営むことができる
よう健康及び環境に配慮した自己と
家族の食事，日本の食文化の継承・
創造について考察し，工夫するこ
と。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会
の構築に向けて，食生活の科学と文
化について，課題の解決に主体的に
取り組んだり，振り返って改善した
りして，地域社会に参画しようとす
るととも
に，生活文化を継承し，自分や家
庭，地域の生活の充実向上を図るた
めに実践しようとする。

指導項目
４．生涯の健康を見通した食事計画
５．調理の基礎
６．食生活の文化と知恵
７．これからの食生活

教材
・教科書
・調理実習
・プリント及びパワーポイントを活
用し授業を展開する。

【知識及び技能】
（ｱ）  食生活を取り巻く課題，食の安全と衛
生，日本と世界の食文化など，食と人との関
わりについて理解すること。
（ｲ）  ライフステージの特徴や課題に着目
し，栄養の特徴，食品の栄養的特質，健康や
環境に配慮した食生活について理解するとと
もに，自己と家族の食生活の計画・管理に必
要な技能を身に付けること。
（ｳ）  おいしさの構成要素や食品の調理上の
性質，食品衛生について科学的に理解し，目
的に応じた調理に必要な技能を身に付けるこ
と。

【思考力、判断力、表現力等】
主体的に食生活を営むことができるよう健康
及び環境に配慮した自己と家族の食事，日本
の食文化の継承・創造について考察し，工夫
すること。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，食生活の科学と文化について，課題
の解決に主体的に取り組んだり，振り返って
改善したりして，地域社会に参画しようとす
るとともに，生活文化を継承し，自分や家
庭，地域の生活の充実向上を図るために実践
しようとしている。

定期考査
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Ｂ　衣食住の生活の科学と文化
（1） 食生活の科学と文化
【知識及び技能】
（ｱ）  食生活を取り巻く課題，食
の安全と衛生，日本と世界の食文化
など，食と人との関わりについて理
解すること。
（ｲ）  ライフステージの特徴や課
題に着目し，栄養の特徴，食品の栄
養的特質，健康や環境に配慮した食
生活について理解するとともに，自
己と家族の食生活の計画・管理に必
要な技能を身に付けること。
（ｳ）  おいしさの構成要素や食品
の調理上の性質，食品衛生について
科学的に理解し，目的に応じた調理
に必要な技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
主体的に食生活を営むことができる
よう健康及び環境に配慮した自己と
家族の食事，日本の食文化の継承・
創造について考察し，工夫するこ
と。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会
の構築に向けて，食生活の科学と文
化について，課題の解決に主体的に
取り組んだり，振り返って改善した
りして，地域社会に参画しようとす
るととも
に，生活文化を継承し，自分や家
庭，地域の生活の充実向上を図るた
めに実践しようとする。

指導項目
１．食生活の課題について考える。
２．食事と栄養
３．食品の選択と安全
５．調理の基礎

教材
・教科書
・プリント及びパワーポイントを活
用し授業を展開する。

【知識及び技能】
（ｱ）  食生活を取り巻く課題，食の安全と衛
生，日本と世界の食文化など，食と人との関
わりについて理解すること。
（ｲ）  ライフステージの特徴や課題に着目
し，栄養の特徴，食品の栄養的特質，健康や
環境に配慮した食生活について理解するとと
もに，自己と家族の食生活の計画・管理に必
要な技能を身に付けること。
（ｳ）  おいしさの構成要素や食品の調理上の
性質，食品衛生について科学的に理解し，目
的に応じた調理に必要な技能を身に付けるこ
と。

【思考力、判断力、表現力等】
主体的に食生活を営むことができるよう健康
及び環境に配慮した自己と家族の食事，日本
の食文化の継承・創造について考察し，工夫
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，食生活
の科学と文化について，課題の解決に主体的
に取り組んだり，
振り返って改善したりして，地域社会に参画
しようとするととも
に，生活文化を継承し，自分や家庭，地域の
生活の充実向上
を図るために実践しようとしている。

○ ○

合計

後
期


